
地
方
創
生

2.
0に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

内
閣
官
房

新
し
い
地
方
経
済
・生
活
環
境
創
生
本
部
事
務
局

内
閣
府

地
方
創
生
推
進
事
務
局

参
事
官

大
瀧

洋
令
和
７
年

2月



新
し
い
地
方
経
済
・生
活
環
境
創
生
交
付
金
に
つ
い
て

新
し
い
地
方
経
済
・生
活
環
境
創
生
交
付
金

デ
ジ
タル
技
術
を
活
用
した
地
域
の
課
題
解
決
や
魅
力
向
上
に

資
す
る
取
組
を
支
援

デ
ジ
タ
ル
実
装
型

書
か
な
い
窓
口

地
域
ア
プ
リ

オ
ン
ライ
ン
診
療

第
２
世
代

交
付
金

農
産
物
直
売
所
・多
世
代

交
流
施
設
の
一
体
的
な
整
備

（
分
野
横
断
的
な
支
援
）

最
先
端
技
術
教
育
の
拠
点
整
備
・実
施

（
ソ
フト
・ハ
ー
ドの
一
体
的
支
援
）

地
域
の
多
様
な
主
体
が
参
画
す
る

仕
組
み
の
構
築

地
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じた
発
展
を
遂
げ
る
こと
が
で
き
る
よ
う、
日
本
経
済
成
長
の
起
爆

剤
とし
て
の
大
規
模
な
地
方
創
生
策
を
講
ず
る
た
め
、地

方
公
共
団
体
の
自
主
性
と創

意
工
夫

に
基
づ
く、
地
域
の
多
様
な
主
体
の
参
画
を
通
じた
地
方
創
生
に
資
す
る
地
域
の
独
自
の
取
組

を
、計

画
か
ら実

施
ま
で
強
力
に
後
押
し。

国
の
伴
走
支
援
の
強
化

地
域
防
災

緊
急
整
備
型

避
難
所
の
生
活
環
境
を
抜
本
的
に

改
善
す
る
た
め
、地

方
公
共
団
体

の
先
進
的
な
防
災
の
取
組
を
支
援

半
導
体
等
の
戦
略
分
野
に
お
け
る

国
家
プ
ロジ
ェク
トの
産
業
拠
点

整
備
等
に
必
要
とな
る
関
連
イン

フラ
の
整
備
を
機
動
的
か
つ
追
加

的
に
支
援

地
域
産
業
構
造
転
換

イ
ン
フラ
整
備
推
進
型

1



30
 

50
 

70
 

58
4 

59
9 

60
9 

60
3 

57
2 

55
2 

53
2 

41
6 

40
1 

39
1 

39
7 

39
8 

39
8 

39
8 

1,
00

0 
1,

00
0 

2,
00

0 

0

50
0

10
00

15
00

20
00

H
28

H
29

H
30

R元
R2

R3
R4

R5
R6

R7

デ
ジ
タル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金

地
方
創
生
整
備
推
進
交
付
金

地
方
創
生
推
進
交
付
金

地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金

（
億
円
）

87
0 

60
0 

57
0 

57
0 

49
5 

46
0 

80
0

73
5

30
 

30
 

30
 

5 
10

0 
20

0 
1,

00
0

0

50
0

1,
00

0

H
28

H
29

H
30

R元
R2

R3
R4

R5
R6

デ
ジ
田
推
進

交
付
金

1,
73

5億

地
方
創
生
交
付
金
の
推
移

補
正
予
算
の
推
移

1,
90

0億
1,

60
0億

1,
66

0億
1,

60
0億

1,
60

0億
1,

60
0億

当
初
＋
補
正

1,
80

0億

当
初
予
算
の
推
移

（
億
円
）


R6
補
正
予
算
に
お
い
て
、「
新
しい
地
方
経
済
・生
活
環
境
創
生
交
付
金
（
新
地
方
創
生
交
付
金
）
」を
創
設
。


R

7当
初
案
：

2,
00

0億
円
／

R
6補

正
：

1,
00

0億
円
（

R6
当
初
：

1,
00

0億
円
／

R5
補
正
：

73
5億

円
）
。

3,
00

0億

地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金

地
方
創
生
整
備
推
進
交
付
金

地
方
創
生

テ
レ
ワ
ー
ク

交
付
金

新
しい
地
方
経
済
・生
活
環
境
創
生
交
付
金

新
しい
地
方
経
済
・生
活
環
境
創
生
交
付
金

（
参
考
）

R6
補
正
の
内
訳

・第
２
世
代
交
付
金

・デ
ジ
タル
実
装
型

・地
域
産
業
構
造
転
換
イン
フラ
整
備
推
進
型

・地
域
防
災
緊
急
整
備
型

・第
２
世
代
交
付
金

2



第
２
世
代
交
付
金
の
概
要

3


地
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じた
発
展
を
遂
げ
る
こと
が
で
き
る
よ
う、
日
本
経
済
成
長
の
起
爆
剤
とし
て
の
大
規
模
な
地
方
創
生
策
を
講
ず
る
た
め
、

地
方
公
共
団
体
の
自
主
性
と創

意
工
夫
に
基
づ
く、
地
域
の
多
様
な
主
体
の
参
画
を
通
じた
地
方
創
生
に
資
す
る
地
域
の
独
自
の
取
組
を
、計

画
か
ら実

施
ま
で
強
力
に
後
押
しす
る
。

◆
制
度
概
要

事
業
計
画
期
間

交
付
上
限
額
・補
助
率

ソ
フト
事
業

原
則
３
か
年
度
以
内

（
最
長
５
か
年
度
）

１
自
治
体
当
た
り国

費
都
道
府
県
：

15
億
円

/年
度

中
枢
中
核
：

15
億
円

/年
度

市
区
町
村
：

10
億
円

/年
度

補
助
率
：

1/
2

拠
点
整
備
事
業

原
則
３
か
年
度
以
内

（
最
長
５
か
年
度
）

１
自
治
体
当
た
り国

費
都
道
府
県
：

15
億
円

/年
度

中
枢
中
核
：

15
億
円

/年
度

市
区
町
村
：

10
億
円

/年
度

補
助
率
：

1/
2

イ
ン
フラ

整
備
事
業

原
則
５
か
年
度
以
内

（
最
長
７
か
年
度
）

１
自
治
体
当
た
り事

業
計
画
期
間
中

の
総
国
費

都
道
府
県
：

50
億
円

（
単
年
度
目
安

10
億
円
）

中
枢
中
核
：

20
億
円

（
単
年
度
目
安

4億
円
）

市
区
町
村
：

10
億
円

（
単
年
度
目
安

2億
円
）

補
助
率
：

1/
2等

（
各
省
庁
の
交
付
要
綱
に
従
う）

（
注

1）
拠
点
整
備
事
業
及
び
イン
フラ
整
備
事
業
に
お
け
る
単
年
度
の
交
付
上
限
額
は
目
安
とす
る
。

（
注

2）
拠
点
整
備
事
業
の
１
事
業
当
た
りの
事
業
計
画
期
間
に
お
け
る
交
付
上
限
額
（
国
費
）
に
つ
い

て
、都

道
府
県
・中
枢
中
核
都
市
は

15
億
円
、市

区
町
村
は

10
億
円
を
目
安
とす
る
。

（
注

3）
新
規
事
業
の
通
常
の
申
請
上
限
件
数
は
、自

治
体
の
規
模
を
問
わ
ず
、1

0件
とす
る
。一

定
の
条

件
を
満
た
す
事
業
に
つ
い
て
は
、通

常
の
申
請
上
限
件
数
の
枠
外
とし
て
、２

件
の
申
請
を
可
能
とす
る
。

①
地
方
公
共
団
体
の
自
主
性
と創

意
工
夫
に
基
づ
い
た
、地

方
創

生
に
資
す
る
地
域
の
独
自
の
取
組
を
支
援

※
地
方
版
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、目

指
す
将
来
像
及
び
課
題
の
設
定
等
、K

PI
設

定
の
適
切
性
に
加
え
、自

立
性
、地

域
の
多
様
な
主
体
の
参
画
等
の
要
素
を
有

す
る
事
業
を
支
援
。

②
ソ
フト
＋
ハ
ー
ド
や
分
野
間
連
携
の
事
業
を
一
体
的
に
支
援
す
る

とと
も
に
、国

に
よ
る
伴
走
支
援
を
強
化

•
申
請
の
効
率
化
を
図
る
観
点
か
ら、
ハ
ー
ド・
ソ
フト
が
一
体
とな
った
事
業
も
含

め
、一

本
の
申
請
で
受
付
。

③
事
業
の
検
討
・実
施
・検
証
の
各
段
階
に
お
い
て
、地

域
の
多
様

な
主
体
が
参
画
す
る
仕
組
み
の
構
築

•
産
官
学
金
労
言
の
参
画
に
よ
る
事
業
の
進
捗
状
況
・効
果
測
定
を
実
施
し、
効

果
検
証
及
び
評
価
結
果
・改
善
方
策
の
公
表
を
義
務
化
す
る
。

◆
評
価
基
準

目
指
す
将
来
像
及
び
課
題
の
設
定

K
PI
設
定
の
適
切
性

自
立
性

地
域
の
多
様
な
主
体
の
参
画



○
企

業
が

寄
附

し
や
す
い
よ
う
、

・
損

金
算

入
に
よ
る
軽
減
効
果
に
税
額
控

除
に
よ
る
軽

減
効

果
を
上
乗

せ

・
寄

附
額

の
下
限
は

1
0万

円
と
低
め
に
設

定

○
寄

附
企

業
へ

の
経
済
的
な
見
返
り
は
禁
止

○
寄

附
額

は
事

業
費
の
範
囲
内
と
す
る
こ
と
が
必

要

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

   
  
 

 

 地
方

公
共

団
体
が
行
う
地
方
創
生
の
取
組

に
対

す
る

企
業
の
寄

附
に

つ
い

て
法
人
関

係
税

を
税
額
控
除

   
  
 

 

 

活
用
の
流
れ

～
Ｒ
１
年
度

（
税

額
控
除

最
大

３
割
）

拡
充

（
税

額
控
除

最
大

３
割
）

寄
附

額

損
金
算
入

約
３
割

通
常

の
寄

附

企
業

負
担

(約
１
割

)

制
度
の
ポ
イン
ト

※
以
下
の
地
方
公
共
団
体
は
対
象
外
。

①
不
交
付
団
体
で
あ
る
東
京
都

②
不
交
付
団
体
で
三
大
都
市
圏
の
既
成
市
街
地
等
に
所
在
す
る
市
区
町
村

※
本
社
が
所
在
す
る
地
方
公
共
団
体
へ
の
寄
附
は
対
象
外
。

企
業
が
所
在
す
る
自
治
体

（
法
人
住
民
税
・
法
人
事
業
税
）

企
業

④
寄

附

内
閣

府

③
計

画
の

認
定

地
域
再
生
計
画

○
○
市

総
合
戦
略

・
○
○
事
業

・
△
△
事
業

・
◇
◇
事
業

⑤
税
額
控
除

①
地

方
公
共

団
体
が

 
 地

方
版
総

合
戦
略
を
策
定

②
①
の
地
方
版

総
合
戦

略
を

基
に
、
地
方

公
共
団

体
が

地
域
再
生
計

画
を
作

成

国
（
法
人
税
）

例
）
1,
0
0
0万

円
寄
附
す
る
と
、
最
大
約
90
0
万
円
の
法
人
関
係
税
が
軽
減
。

①
法
人
住
民
税

寄
附
額
の
４
割
を
税
額
控
除
。

（
法
人
住
民
税
法
人
税
割
額
の
2
0％

が
上
限
）

②
法
人
税

法
人
住
民
税
で
４
割
に
達
し
な
い
場
合
、
そ
の
残
額
を
税
額
控
除
。

た
だ
し
、
寄
附
額
の
１
割
を
限
度
。
（
法
人
税
額
の
５
％
が
上
限
）

③
法
人
事
業
税

寄
附
額
の
２
割
を
税
額
控
除
。
（
法
人
事
業
税
額
の
2
0％

が
上
限
）

Ｒ
２
年

度
～

◆
地
域

再
生

計
画

の
認
定
を
受
け
た
地
方
公

共
団

体
の
数

：4
6道

府
県

1,
6
23
市

町
村
（
令
和
６
年

11
月

15
日
時
点

)
44



○
令
和
５
年
度
の
寄
附
実
績
は
、
令
和
２
年
度
税
制
改
正
に
よ
る
税
額
控
除
割
合
の
引
上
げ
等
も
あ
り
、
前
年
度
に
引
き
続
き

金
額
・件

数
と
も
に
大

き
く
増

加
（
金

額
は

前
年

比
約

1.
4倍

の
47

0.
0億

円
、
件

数
は

約
1.

7倍
の

14
,0

22
件

）

○
一
層
の
活
用
促
進
に
向
け
、
引
き
続
き
関
係
府
省
と
も
連
携
し
、
企
業
と
地
方
公
共
団
体
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
会
を
開
催
す
る
と

と
も
に
、
寄
附
の
獲
得
に
向
け
た
企
業
へ
の
訴
求
力
・提

案
力
の
強
化
を
図
る
た
め
の
研
修
会
等
を
実
施

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
令
和
５
年
度
寄
附
実
績
に
つ
い
て

区
分

H
2
8
年
度

（
初
年
度
）

H
2
9
年
度

H
3
0
年

度
R
元

年
度

R
２
年

度
（税

制
改
正
の

施
行
）

R
３
年

度
R
４
年
度

R
５
年
度

合
計

寄
附

額
（
対
前

年
度

増
加
率
）

7
.5
億
円

2
3
.6
億
円

（
＋

2
1
5
％
）

3
4
.8
億
円

（
＋

4
8
％
）

3
3
.8
億
円

（
△
３
％
）

1
1
0
.1
億
円

（
＋

2
2
6
％
）

2
2
5
.7
億

円
（
＋

1
0
5
％
）

3
4
1
.1
億
円

（
＋

5
1
％
）

4
7
0
.0
億
円

（
＋

3
8
％
）

1
,2

4
6
.5
億
円

寄
附
件

数
（
対
前

年
度

増
加
率
）

5
1
7
件

1
,2

5
4
件

（
＋

1
4
3
％
）

1
,3

5
9
件

（
＋
８
％
）

1
,3

2
7
件

（
△
２
％
）

2
,2

4
9
件

（
＋

6
9
％
）

4
,9

2
2
件

（
＋

1
1
9
％
）

8
,3

9
0
件

（
＋

7
0
％
）

1
4
,0

2
2
件

（
＋

6
7
％
）

3
4
,0

4
0
件

（
税

制
改
正
の
施
行
）

（
初
年
度
）

※
寄

附
額

に
つ
い
て
は

、
端
数
処
理
し
て
い
る
た
め
、
内
訳

と
合

計
が
一

致
し
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

寄
附
額
が

約
1.

4倍

5



○
弘
前
市
の
農
業
課
題
で
あ
る
繁
忙
期
の
労
働
力

不
足
の
解
決
に
向
け
て
、
そ
の
一
助
と
な
る
援
農

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
を
実
施
。

○
ツ
ア
ー
で
は
、
全
国
か
ら
り
ん
ご
収
穫
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
参
加
者
を
募
り
、
弘
前
市
内
の
り
ん
ご

農
家
の
も
と
で
の
１
日
従
事
に
加
え
、
ツ
ア
ー
の

前
後
に
観
光
滞
在
で
き
る
よ
う
宿
泊
助
成
を
行
う

こ
と
で
農
業
振
興
や
観
光
振
興
、
関
係
人
口
の

増
加
を
図
っ
て
い
る
。

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー
ツ
ア
ー
の
様
子

青
森
県
弘
前
市

寄
附
実
績
：

10
,0

00
千
円

○
令
和
５
年
度
に
初
め
て
本
事
業
を
実
施
。

定
員

30
0名

で
募
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
早
々
に
定
員
に
達
し
、
最
終
的
に

28
2名

が
参
加
。

参
加
者
の
う
ち
約
７
割
（

19
6名

）
が
青
森
県
外
か
ら
の
参
加
で
あ
り
、
労
働
力
不
足
解
決
の

一
助
に
な
っ
た
ほ
か
、

17
0名

程
度
が
弘
前
市
に
宿
泊
す
る
な
ど
観
光
振
興
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

青
森
県
弘
前
市
の
事
例
：
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
の
実
施

6



北
海
道
大
樹
町
の
事
例
：

ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
等
を
備
え
た
「
北
海
道
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
（

H
O

SP
O
）
」
の
整
備

北
海
道
大
樹
町

寄
附
実
績
：

2,
77

2,
00

0千
円

（
R2
～

5年
度
通
算
）

H
O

SP
O
発
射
場
・
滑
走
路
の
様
子

○
大
樹
町
や
地
元
企
業
が
出
資
し
て
設
立
し
た

運
営
会
社
と
と
も
に
、
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
や

滑
走
路
を
備
え
た
宇
宙
港
「
北
海
道
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト

（
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
）
」
を
整
備
す
る
。

ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
を
中
核
に
航
空
宇
宙
関
連
産
業
を

集
積
さ
せ
、
北
海
道
に
お
け
る
産
業
推
進
と
地
域
活
性
化
を
図
る
。

○
令
和
３
年
度
に
お
い
て
は
目
標
と
し
て
い
た
５
億
円
を
大
き
く
上
回
る
寄
附
を
受
け
入
れ
、

令
和
４
年
９
月
に
は
小
型
人
工
衛
星
打
上
げ
用
の
新
た
な
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
の
建
設
を
開
始
。

○
寄
附
等
を
通
じ
て
つ
な
が
り
を
も
っ
た

80
近
い
企
業
等
を
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
組
織
し
、

定
期
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
を
報
告
す
る
な
ど
、
継
続
的
な
関
係
を
構
築
。

町
内
の
宇
宙
関
連
産
業
に
若
者
が
就
職
・
移
住
す
る
こ
と
で
、
人
口
減
に
歯
止
め
が
か
か
り
始
め
て
い
る
。 7



○
令
和
５
年
４
月
開
校
の

「
神
山
ま
る
ご
と
高
専
」
の
設
立
を
支
援
。

高
専
で
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
Ａ
Ｉ
な
ど
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
、
デ
ザ
イ
ン
、
起
業
家
精
神
を
学
べ
る
ほ
か
、

寄
附
を
活
用
し
て
奨
学
金
制
度
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

一
期
生
の
授
業
料
無
償
化
を
実
現
。

「
神
山
ま
る
ご
と
高
専
」
校
舎
及
び
寮

徳
島
県
神
山
町
の
事
例
：
「
神
山
ま
る
ご
と
高
専
」
の
設
立

徳
島
県
神
山
町

寄
附
実
績
：

2,
17

6,
63

0千
円

（
R2
～

5年
度
通
算
）

○
中
山
間
地
域
の
過
疎
の
町
で
あ
り
な
が
ら
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
進
出
に
よ
り
「
地
方
創
生
の
聖
地
」
と
呼
ば
れ
る
当
町
に
、

初
め
て
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
設
置
し
た
会
社
の
社
長
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
地
方
創
生
の
取
組
の
積
み
重
ね
が
新
た
な
価
値
の
創
造
に
つ
な
が
っ
た
。

○
学
校
設
立
に
よ
り
５
年
間
で

20
0人

の
学
生
及
び

20
人
程
度
の
教
職
員
が
転
入
す
る
見
込
み

で
あ
り
、
町
が
掲
げ
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ
達
成
に
大
き
く
寄
与
。
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